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（3）周波数 60 Hz，加速度 5.0 m/s2，10 min/day の振動条件下で 1 日後の骨芽細胞においては，
Runx2，Osterix，Type I collagen，Alkaline phosphatase（ALP）遺伝子発現がコントロール群に対
して有意に上昇したが，加速度が 1.0 m/s2 の条件下では有意な差は認められなかった。一方，周波数
30 Hz，加速度 5.0 m/s2，10 min/day の振動条件下では，Runx2，Osterix，ALP 遺伝子発現の有意な
上昇が認められた。また，各条件下で細胞生存率に有意な差は認められなかった。
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（6）振動刺激負荷 15 分後から一過性の ERK1/2 リン酸化が起こり，そのリン酸化は MEK1/2


























ファイバーが増強し，刺激 15 分で一過性の ERK1/2 活性化が誘導され，骨芽細胞分化が促進される可
能性が明らかとなった。これらの知見は，骨芽細胞の分化促進効果を示す振動刺激パラメータとして
のひずみ，周波数，加速度，作用時間に関わる極めて有用な情報であり，振動刺激の臨床応用に多大
な貢献を果たすものと考えられる。
以上のことから，本論文は博士（歯学）の学位授与に値するものと判断する。
